
オ1ている。

1 制定の目的 国鉄においてこれを定めた目的は (1) 国

鉄において使用する物品の極狽は，概数 100，000 極におよんで

おり，その範闘も国鉄における事業が総合的であることから，

土木， ill ~長 ， 電気，車両，機総，燃料， 医薬~WIお よび事務用品

等広範聞にわた っ ている (2) 物品の単位は長さ，重量， 休絞

または伯l数等その極別が多く ， さらにメ ート ノレ法によるか， 尺

沢法によるか，あるいは悩数を表わすとしても，その物品の形

状により個とするか， 本とするか， 包とするか等歓挙するにか

ぎりのないくらい多岐多殺である (3) 物品は国鉄ーにおけるす

べての機関において使用されるが，その品名および単位の称呼

を統一しないと各繊関もしくは各人の任芯となり，同一物品の

名称および単位が不統ーとな って ， 物品の請求:@:， 調達量，配

給主1; または受払残高等をは慢するに際して，物盟;の換算等にl時

!日1を徒到すると同時に， 物品司r~告を不正確にし，能率をいち じ

るしく低下させるおそれがある (4) 刺迷区分， 巡用区分およ

び売却区分~~~は，品名5JIJに IY1 111止とな っていることが便利で為る

等の政由によるものであり ， 品名， 単位および調達区分等を明

確にし， 物品事務の正確と能率の向上を期しているのである。

2 沿 革物品名称鑑はその制定された年代は不詳で

あるが， L倉庫物品鎧数量名称鑑改正 (IYI治 40 ・ 7 鉄骨";íì発第 1 ，9

66 号)lおよび L物品立立数量科1， 1呼鑑改正 (1列治 42 ・ 1 途第 56 号)l

等のi盈迷によれば， 明治 40 年当H寺は，倉庫物品ならびに数量

名称鑑と称し品名および単位の称呼を鉄道院計副部長の通達を

もって定めており ， 明治 40 年から問 42 年の聞に，これを鉄道

|淀総1主連をもって ， 物品な らびに数量称I手鑑と改名したものと

}J.~われる。物品ならびに数iit称111鑑の分類は，物品自体の性質

に よ りヨ~ IWI ， 機械総Jミー，資品およひ.粥Ê IW:Iに分類し ， これを大類

別と し，さらにこれを小類別に分類しており ， 大正 15 年当時

の資料によれば約 5，000 点がllí~品名として定められていた。

H日和 2 年に至り従米の物品ならびに数並称呼鑑を廃止し， 昭和

2 ・ 3 迷第 219 号をもって物品名称鑑を制定し ， 物品の用途によ

る分狽によりこれを体系化した。その後昭和 25 ・ 3 総裁途第

100 号をもって調達区分を改正した際に，調達区分を物品名称

鑑の付録としてとり入れ， ついで昭和 25 ・ 11 総裁迷宮~ 639 号を

もって，制連区分も物品名称緩において定めることとした。な

おl昭和 27 年に至り ， 従来の類別区分すなわち大野i別および小

修i別を改め， 大類別，中類別および小類別とし， 物品事務の機

械化に耐えて各品名に物品番号を付与することとし ， 11日和 27 ・

11 総裁法第 638 号をもってこれを定め， 従米の物品名称鑑は廃

止した。この改正の際に， 乙街貯iJ';肘もの巡JTj区分および丙極j貯

l虫色町の死去11区分も物品名称鑑において定めることとした。

3 休 系物品名称鑑の体系は， 前述のとおり大類別，

中M月ljおよび小類別に類集しているのであるが，物品の分類に

は， 物品自体の性質により 区分する方法 と， 物品の用途に より

区分する方法とがあるが， 物品ならびに数量称呼鑑と称した当

1I寺は前者により ， 1113和 2 年以降は後者によっている。用途によ

る区分とは，同一用途のものを同一グループに分瀕するこ と で

あるがs 物品のm途は多岐に分れており，同一物品で各種の工

事に使用されるもの，あるいは工事用 と制度問とに使用される

ものもあり ， 必ずしも用途が単一でないものもあるので， これ

らのものについては主たる用途によ っ て大類別に区分している。

また中級日IJ，小類別および主耳目IJのうちには，物品の車E類もしく

はおもな使用の目的により ， それぞれ瀬別したものもある。 た

とえば線路用品の建物用品のうち一般用木材類，車両用品の地

金類，金属 2 次製品および塗料類のように，大獄別で表示した

ぶっぴんめい

以外の他の用途に使用されるようなものがこれである。なお物

品名称鑑の休系は，次表のとおりである。

なお資材班務の繊械化のため，物品のコード化を研究中であ

り ， 1昭和 33 年度からは物品名称鑑も全間的に改正される予定

である。
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